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会員だより
【新潟県村上市】

「城下町村上・町屋の人形さま巡り」

村上市は、新潟県の北部に位置する県内で最も歴史ある城下町です。

海岸地帯に広がる瀬波温泉や恵まれた自然と歴史が生み出した伝統・文化を誇り、磐梯朝日

国立公園の中心である朝日連峰を源に清流「三面(みおもて)川」が､市中心部を流れ日本海に

そそぎます。その三面川左岸に城下町として発展してきたまちは、壮大な石垣群を残す村上城

跡のある臥牛山を中心とした武家町・町人町の風情が色濃く残り独特の町並みを形成していま

す。

村上は海上交通の要所としても知ら

れ、日本海に浮かぶ粟島の玄関として発

展する岩船港は平成１２年に「特定地域

振興重要港湾」に選定され地域振興の中

核を担っております。

また、本市は皇太子妃雅子さまが皇室

に入られるまでの本籍地としても全国に

知られるようになりました。ご成婚のと

きや内親王敬宮愛子さまご誕生の際は、

市民あげてお祝いたしました。愛子さま

の健やかなご成長を願うものです。

最近、わたしたちの市では町人町の良さを自ら再確認しようと企画した「町屋の人形さま巡

り」が高い評価を受け、全国各地から大勢のお客さまにお出でいただいております。

この催しは、平成十年七月結成された村上町屋商人会の人たちが中心になり、自分たちの住

む町村上の文化・良さを大勢の一般市民や観光客に見てもらうことにより町全体を元気にして

いこうと始められました。

この時期、ひな人形展は各地で開催されていますが、実際に住んでいる町屋に飾ってある人

形をそれぞれの家の方とのふれあいの中で見られることで、好評を博しています。

参加している商店・町屋には、ひな人形、五月人形をはじめ、土人形、竹人形から、村上祭

の乗せ物まで、約三千体の人形さまが展示されています。

この期間、一回では見て回れず、二度、三度と足を運ぶ方も多く、主催者の推計では毎年約

七万人の方が訪れているのではないかと見ています。
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新潟県 村上市役所

〒958-8501

新潟県村上市三之町1番1号

TEL 0254-53-2111（代表）

FAX 0254-53-3840

【福井県三国町】

「福井港フェスティバル＆ボート天国」開催

昨年７月２８日(日)、福井港を「海洋レ

ジャーのエリア」として開放し、一般の人

々に地域と海の接点として港湾に興味を持

ち、理解してもらおうと 「福井港フェステ、

ィバル＆ボート天国」が開催されました。

これは、例年当港で行われてきた「ボー

ト天国」を、より発展させたイベントにし

ようと、関係機関および地元の民間団体が

連携して開催したもので、福井港振興協会

。などが主催した初のイベントとなりました

フェスティバルでは、敦賀港湾工事事務所所有の船舶「まつかぜ」による体験航海やクルー

ザーの体験航海、港内でのヨットレース、ジェットスキー体験などの海上イベントのほか、ポ

イントごとにクイズに答えながら港内を歩く「親子ふれあいウォークラリー」といった陸上イ

ベントが行われ、終日、多くの人達で賑わいました。

大型浚渫兼油回収船「白山」が福井港へ

昨年９月１５日(日)から１６日(月)にか

けて、大型浚渫兼油回収船「白山」が福井

港へ寄港し、一般に公開されました。

これは、９月１２日から続けてきた外洋

航海訓練の最終地として寄港したもので、

福井港では油回収訓練が行われ、２種類の

油回収装置による回収作業や海上における

３６０度旋回、斜め走行など 「白山」の、

持つ機能や機動性のよさを集まった大勢の

住民や報道陣に披露しました。

福井港では 「白山」の一般公開に合わせて、平成９年１月に福井の海岸一帯に大きな被害、

を及ぼしたロシアタンカー「ナホトカ号」による重油流出事故の海岸の様子や、地域住民や多

くのボランティアによる重油回収作業の風景 「白山」建造時の様子を撮影したパネル展が行、

われ多くの人達が訪れました。

 

 

通巻５７号



通巻５７号

福井港にセメントサイロ完成！ 期待される入港船舶数

平成１３年８月より福井港で建設を進め

ていたセメントサイロがこのほど完成し、

昨年７月２５日(木)に竣工式典が開催され

ました。

このセメントサイロは輸送経路を陸上か

ら海上に切り替え、コスト削減を図るため

に従来、福井市内にあったものを新たに福

井港に建設した物で、名称を「太平洋セメ

ント㈱福井港サービスステーション」とい

います。

サイロの高さは33メートル、直径約18メ

ートルで貯蔵量は5,000トン、出荷見込み

数量は年に60,000トン、一日あたりでは約200トンの予定です。

今回のセメントサイロ完成により、福井港では新たにセメント専用タンカー年間20隻の入港

が見込まれています。

－－－編集・問い合わせ先－－－

日本海にぎわい・交流海道ネットワーク事務局

北陸地方整備局 港湾空港部

港湾計画課 武田・津田

〒951-8545 新潟市白山浦1-332

tel：(025)265-7781

Fax：(025)230-3680

 


